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1. はじめに 

 従来の被覆ブロック式堤防は，透気・透水構造であるため，津波が衝突して越流すると，被覆ブ

ロック背面に水が流入し，揚圧力によって被覆ブロックが押し出される現象が生じ，被覆ブロック

の流出をきっかけとして堤体が崩壊する現象が生じる。そこで，被覆ブロック背面に作用する水圧

の発生を抑制するとともに，津波の越流時に被覆ブロックに作用する揚圧力に対する抵抗性を高め

るため，図-1 に示すような被覆ブロックとその背面にセメント改良土による難透水層を設け，両

者をジオテキスタイルで連結させた三面一体化堤防構造が提案されている。本論文では，上記の三

面一体化堤防構造を実現するために開発したジオテキスタイル付きブロックについて紹介する。 

2. ジオテキスタイル付きブロック 

(1) 要求性能 

 三面一体化堤防構造に用いるブロックは，プ

レキャスト製のコンクリートブロックに，ジオ

テキスタイルを埋込んだ構造とした。ジオテキ

スタイル付きブロックには，1）裏込めの盛土

材料が圧縮沈下したとしても，その沈下に追従

してジオテキスタイルが損傷することなく，所

定の連結強度を確保できること，2）ブロック

設置時の施工性が良好であること，3）揚圧力

に対してブロック同士が一体化した構造であ

るなどの性能が要求される。 

(2) ジオテキスタイル付きブロックの構造 

 本論文で提案するジオテキスタイル付きブ

ロックの埋込み部の特徴を図-2に示す。(a)の

埋込み部が水平の場合，ブロック設置後に堤体

の裏込め土が圧縮沈下すると，ジオテキスタイ

ルがせん断によって損傷するが，(b)の構造を

採用することによって沈下に追従させた。また，

エッジ切れを起こさないように曲線状の形状

を採用した。ブロックに埋め込むジオテキスタ

イルについては，コンクリートの骨材（最大寸
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図-1 津波に対して強靱な堤防構造 

図-2 ジオテキスタイル埋込み部の挙動の概念図
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写真-1 ジオテキスタイル付きブロックの施工例
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法 20mm 以下）の分離が生じず，コンクリートのアルカリ性により引張強度が低下しない材料とし

て，目合いが縦 100mm×横 28mm で，アラミド繊維を高密度ポリエチレンで被覆した構造の材料

を用いた。また，ジオテキスタイルの破断時にコンクリートの破壊やジオテキスタイルの引抜けが

生じないよう，ジオテキスタイルの埋め込み長さは 20cm とした。ブロックの設置状況を写真-1に

示す。ブロックは水平に吊り上げることができ，施工性は良好であることを確認した。堤体の被覆

工として設置されたブロック同士は，写真-2 に示すように，ブロックの両端に設けられた連結孔

に，鉄筋を挿入してコンクリートを充填することにより，一体性を確保することとした。 

(3) ジオテキスタイルの連結強度 

 被覆ブロックに埋込まれた状態のジオテキ

スタイルの連結強度は，引張試験用の幅 200mm

のジオテキスタイルをブロックに埋込み，図-3

および写真-3 に示す試験装置を用いて確認す

る。ジオテキスタイルの引張強度は，次式で算

出される強度比βで評価した。 

 
maxT
T

=β              （1） 

ここに，Tmax：ジオテキスタイルの最大引張強

度，T：引張試験の最大引張力である。引張試

験で得られたジオテキスタイルの変位と引張

力の関係を図-4に示す。ジオテキスタイルに均

等に引張力が作用せず，ジオテキスタイルのす

べての縦ストランドが同時に破断しなかった

場合は，連結強度の評価の対象外とした。ジオ

テキスタイルは，β = 0.97 程度の引張強度を保

持し，ジオテキスタイルが破断するような引張

力が作用したとしても，被覆ブロックの損傷は

ないことを確認した。 

3. おわりに 

本論文では，三面一体化堤防構造に用いるジ

オテキスタイル付きブロックについて，盛土材

料や基礎地盤の圧縮沈下に追従してジオテキ

スタイルが損傷しない構造を開発し，ジオテキ

スタイルの連結強度が十分に確保された埋込

み方法を確立することができた。 
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写真-2 ブロックの連結孔 

図-3 引張試験装置  
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写真-3 引張試験の状況 

図-4 ジオテキスタイルの変位と連結強度の関係
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